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「見ようとしなければ見えないものがある」～素敵な夏休みの経験を～ 

今年の梅雨は、日本各地に大変大きな災害の爪痕を残しました。被災された方々、関係の方々に心よ

りお見舞い申し上げます。亀岡では、幸いに一定の降雨と日照がある比較的穏やかな梅雨となり、まも

なく梅雨明けの便りも届きそうです。そして本日、令和５年度の 1 学期の終業式を迎えました。この 1 学

期は、新型コロナウイルス感染症が 5 類に移行され、少しずつ元の日常が戻るとともに、新たな学校生

活のスタイルを模索する日々でした。そんな中、本校の子ども達は、「つながり むすび “あい“ お

おい」のテーマのもと、元気に日々を過ごしながら成長の姿を見せました。 

さて、この学期末、何人かの子ども達が校長である私のズボンの柄を気にしてくれていました。「校

長先生、今日は 3 番の柄や。」 

これは、7 月の集会での「校長先生の話」に関わるエピソードです。「見ようとしなければ見えない

ものがある。」というお話をしました。その日、子供達の前でゆっくりと壇上に上がり、演壇前に立ち、

話を始めました。スライドで示しながら「今日の校長先生のズボンの柄は 1 番、2 番、3 番？」と問い

かけました。つい今まで姿を見ていたはずの校長先生の姿ですが、演台に隠れているズボンの柄を正解

できる児童は、思ったよりも多くありませんでした。我々は、意外に「見ているようで見ていない（記

憶に残っていない）」のです。 

ところが、翌日から声をかけてくれる子ども達には、私のズボンの柄は、しっかりと見えていました。

「注目を持って見ている」のです。 

集会では、1学期末を迎え、これまでの自分たちについて、どこが成長したのか、友達や仲間、家族

がどんなことをしてくれていたか、今の自分はこれでいいのか、そうした様々なことをしっかりと考え

る時に「見るべき視点」を持ってまとめの期間を過ごしましょうというお話でした。ものごとを見ると

き、「見る目を持つこと」、言い換えると、「アンテナを持つ（広げる）こと」は大切です。また、逆に

気をつけないといけないことは、「決めつけ」「思い込み」「当たり前と思うこと」にはまってしまって

いる自分です。往々にしてこれらは、取り込む情報を狭めたり、歪ませたりするものです。 

もちろん、このことは、「きく」ことも含め、情報を受け取るすべての場面でいえることです。また、

子ども達だけに当てはまることではありません。我々大人も「見る目をしっかり持って、アンテナを広

げて」物事を見つめるようにして、「見ようとしないと見えないものがある」ことを肝に銘じたいとこ

ろです。 

明日から長い夏休みが始まります。子ども達には、ぜひ夏休みにしかできない経験をしてほしいと思

います。そしてその日々を貴重な日々とするためにもしっかりと「見る目」「アンテナ」を持って過ご

してほしいと思います。たくさんの経験や発見が心に残るそんな時間となることを願っています。そし

て、それを見守る我々大人も同じく子ども達が日々何を感じ、考え過ごしているのか、時間を見つけて

対話できれば素敵です。ここにも「つながり むすび “あい“ おおい」が意味を持ってくると思い

ます。 

2学期の始業式には、一回りも二回り成長した子ども達の元気な姿に会えることを楽しみにしていま

す。各ご家庭でも子ども達と夏休みならではお時間をお過ごしください。どうぞよろしくお願いします。 

亀岡市立大井小学校 校長 原田勝之 
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フレンドリー活動（異年齢活動） 

 ６月２７日（火）、７月７日（金）に６年生が企画・運営をし、フレンドリー活動をしました。

２７日は、楽しく遊びをしました。７日は、上級生の説明を聞きながら七夕飾りを作りました。

低学年は、上級生の説明をしっかり聞き、中学年は上級生の手助けをしながら、下級生に優しく

関わることができました。高学年は、集団をまとめることでリーダーとしてがんばりました。 

 

                   

 

 

 

 

 

 
７月分給食費   
全学年 ２５０円×１０食＝２，５００円    ＊８月１０日（木）口座振替日 

 

８月 １日（火）地域学校（千代川小学校）  ９月 １日（金）通常校時開始 給食開始 作品展 

８月 ９日（水）              ９月１１日（月）児童委員会 学校徴収金振替日 

～１６日（水）学校の活動を停止する日   ９月１３日（水）短縮５校時授業 

８月２７日（日）校内美化作業        ９月１６日（土）オープンスクール（土曜日参観） 

８月２９日（火）短縮４校時 ２学期始業式  ９月１９日（火）代休日            

８月３０日（水）短縮４校時授業 ２計測   ９月２９日（金）陸上交歓記録会（５，６年生） 

８月３１日（木）短縮４校時授業 ２計測 作品展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先般、文部科学省より ChatGPT をはじめとする生成 AI利用上のガイドラインが示されました。その中で、

「生成 AI 自体の性質やメリット・デメリットに関する学習を十分に行っていないなど、情報モラルを含む情

報活用能力が十分育成されて いない段階において、自由に使わせること」や「各種コンクールの作品やレポ

ート・小論文などについて、生成 AI による生成物をそのまま自己の成果物として応募・提出すること」等が

適切でないと考えられる例として示されています。夏季休業を迎えるこの時期に再度、ご家庭でもこうしたこ

とを話題にしていただく等して、適切な情報活用能力の育成にご理解・ご協力をお願いします。 

１０秒の愛             

子どもって、忙しいときに限って寄ってきます。 

子どもって、なかなか さっさとできません。 

子どもって、なかなか はっきりと言えません。 

でも、 

たった１０秒でいいのです。まず子どもを抱きしめてあげてください。 

たった１０秒でいいのです。「早く！」って言う前に待ってあげてください。 

たった１０秒でいいのです。せかさずに、じっと聞いてあげてください。 

すると、そこに、「笑顔」が生まれます。そこに「つながりが」が生まれます。 

たかが１０秒、されど１０秒 「１０秒の愛」は子どもを幸せにするのです。 

 

左の詩は、先日行わ

れた京都府PTA指導者

中央研修会で講演され

た教育サポーター中島

正教様作の詩です。 

１０秒子どもと向か

い合ってみてはいかが

でしょう。教頭 森島 


